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ローマ字表記と英語
　ローマ字表記は、英語を書き表すのと同じアルファベットを用い

ていますが、日本語を書き表すものです。平がな・かたかな・漢字

を知らない人にも、日本語の言葉の読み方が分かるように考えられ

ています。

　そのため、日本語を知らない人には、ローマ字表記で書かれてい

ることの意味は伝わりません。日本語の読み方を伝えたいときに、

ローマ字を使うようにしましょう。

　ローマ字は、身の回りのどんなところに

使われているでしょう。ローマ字で書かれ

ているのは、どんな言葉が多いでしょう。

ローマ字を使いこなそう

問いをもとう

	 次の言葉を、ローマ字で書きましょう。＊①

·合唱 ·塩気 ·治水 ·印刷 ·熱中

ローマ字表記と発音
　14ページのローマ字の表を、行ごとに見てみましょう。

　カ行は「k」、ナ行は「n」など、ほとんどの場合は「a」「i」「u」
「e」「o」の前に同じ字が付くようになっていますが、例外がいく
つかあります。例えばタ行です。
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	 自分の名前と住所を、ローマ字で書き、友達と見せ合いましょう。

タ行 → ta chi tsu te to

＊②

　身の回りでアルファベットを見つけたら、ローマ字表記に

よる日本語なのか、英語なのかをたしかめてみましょう。
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新 新しく学習する
漢字。

読み方が新しい
漢字。
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花　　hana
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日本語 英語

４年

　「ち」や「つ」は、「a」「i」「u」「e」「o」の前に付く字が他とち
がいます。これは、それぞれの音を、日本語のじっさいの発音に近

づけようとしたためです。英語を話す人にとっては、「ち」は「ti」
よりも「chi」、「つ」は「tu」よりも「tsu」と書くほうが、日本
語のじっさいの発音に近くなるので、このように書き表します。
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A/a I/i U/u E/e O/o
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■ローマ字

（　）は、べつのかなと同じ発音をするため、べつのかなのつづり方で書くもの。
※ア行の音は、１字で表します。カ行から下の音は、２字以上が組み合わされています。
※表をたてに見ると、ア列の音には全部「a」が、イ列には「i」が付いています。
※表を横に見ると、カ行には「k」、ナ行には「n」など、決まった字が付いています。
　サ行の「shi」など、一部ちがった文字が付く行もあります。

②  つまる音は、「きっぷ」→「kippu」のように、次に来る音の 
初めの文字を重ねて書き表します。

　（ざっし → zasshi　　がっきゅう → gakkyū）
③  はねる音「ん（n）」の次に「a」「i」「u」「e」「o」や「y」が来
るときなど、読みまちがえないように音の切れ目を表すためには、

「'」を付けます。（ぜんいん → zen'in　　こんや → kon'ya）
④  人名や地名を書くとき、ふつうは、初めの文字を大文字で書き
ます。地名などは、全部を大文字で書くこともあります。また、

言葉をつなぐ印として、「-」を付けることもあります。
　（Kitada Naoya　　CHIBA　　Kagawa-ken）

①  のばす音の書き方には、二通りあります。
　⑴「a」「i」「u」「e」「o」の上に「¯」を付ける。

　⑵  平がなどおりに「a」「i」「u」「e」「o」の文字を重ねて書く。

おかあさん → okāsan　　ろうそく → rōsoku

おかあさん → okaasan　　ろうそく → rousoku

　 　ふつうは、⑴の書き方を使います。ただし、のばす音のうち、
次のものは、ふつう、⑵の書き方を使います。

おじいさん → ojiisan　　おにいさん → oniisan

・�イ列

・�エ列のうち、「とけい」など、平がなで「え」と書かないもの

とけい → tokei　　えいが → eiga

■書き表し方の決まり


